
 

 

 

2019 年 12 月発行 No.8 

福島県立遠野高等学校図書部 

 

2019 年もあとわずかです。今年はどんな本を読みましたか？ 

まだ途中の本は冬休みを利用して読むのも良いですね。図書室もぜひ活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠野高等学校 図書だより 

夏休み同様、冬休みも特別貸出を行います。 

いつもより借りられる冊数が多く、期間も長い貸出です。 

今年の締めくくり、または新年の1 冊に、ぜひ図書室の本を利用してください。 

冬休み特別貸出のお知らせ 

期間：12月 6日（金）～27 日（金） 

冊数：ひとり 5冊まで 

返却：1月 14 日（火） 

 

【開館時間について】 

12 月からの開館時間は 8:45～16:10 です。少し短くなるので注意してください。 

新着図書の貸出も開始！ 詳しくは裏面へ 

【貸出・返却の注意】 

・貸出期限の過ぎた本（延滞本）がある人は、追加の貸出はできません。 

・年内に返却日が来るものは、必ず返却してください 

・借りた本は大事に扱ってください（水濡れ、汚れ、紛失に注意！） 

・万が一、本を汚した、壊した、なくした時は司書室まで連絡してください。 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』 

ブレイディみかこ（著） 新潮社 

 

イギリス在住の著者が、中学生の息子との日々を綴ったノンフィクション。 

息子さんが通うことを選んだのは「元・底辺中学校」。 

人種も貧富もごちゃ混ぜのそこでは、様々な事件が起こります。 

人種差別、ジェンダー、貧富の差、アイデンティティ、思春期、その他諸々。 

大人でも答えに迷ってしまう問題に、息子さんはひとつひとつ向き合っていきます。 

 

「誰かの靴を履いてみること」 

本文に出てくる言葉のような息子さんの発想や行動にハッとさせられること間違いなし。 

自分の視野が広がる1 冊です。 

 

「Yahoo!ニュース 本屋大賞 2019 ノンフィクション本大賞」などの賞を受賞し、 

書店や SNS でも話題の本。この機会にぜひ読んでみてください。 

 

 

新着図書のお知らせ 

     

 『屍人荘の殺人』 

今村昌弘 東京創元社 

『ぼくらの 7 日間戦争』 

宗田理（原作） KADOKAWA 

メディア化（もうすぐ公開） 

   

メディア化（2020 年～） 

                 

『虚構推理』 

城平京 講談社 

『半沢直樹』（1～2） 

池井戸潤 講談社 

『記憶屋』 

織守きょうや KADOKAWA 

『小説 天気の子』 

新海誠 KADOKAWA 

『3 年 A 組 今から皆さんは、人質で

す』 

武藤将吾  宝島社 

2019 年 話題作 

   

『こども六法』 

山崎聡一郎 弘文堂 

『まなの本棚』 

芦田愛菜 小学館 

『決定版 これがオリンピックだ』 

舛本直文 講談社 

その他 

お待たせしました！ 図書室に新しい本が入りました。 

メディア化作品、話題の本が中心です。ぜひ一度図書室へ！ 

おすすめの 1冊（新着図書から） 


